
魏

報

報i
　　　　　　　　，

NWVV“」

　
　
　
史
学
研
究
会

例
会
　
　
六
日
μ
二
八
賃
　
（
土
）

　
《
口
W
栴
齢
粗
争
の
典
圃
ド
研
究
》

　
三
吉
希
　
　
「
国
権
論
と
臨
戦
論
」

　
中
山
単
一
「
国
際
雲
離
よ
蓼
み
た
る
日
清
戦
争
」

例
会
　
八
月
二
一
臼
（
土
）

　
姜
在
彦
．
「
朝
鮮
側
よ
り
み
義
日
清
戦
争
」

　
　
　
京
大
国
史
関
係

離…

j
会
例
会
　
　
六
月
十
四
［
日
（
土
）

　
脇
照
修
　
「
摂
津
型
」
地
域
に
於
け
る
農
畏
斗
争

　
増
田
博
　
北
村
擾
谷
に
就
い
て

碗
史
会
例
会

薩
照
香
融

　
中
塚
　
函

醗
典
会
例
会

　
畑
井
　
弘

　
大
難
　
明
．

横
凪
難
一

六
月
廿
五
露
　
（
水
）

一
膀
一
戸
に
つ
い
て
の
一
見
解

白
阿
由
［
党
大
阪
幕
旧
記
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム七
月
十
二
這
（
土
）

織
捲
紳
政
権
成
立
の
一
考
燃
ρ

閃く

ﾛ
期
の
思
額
…
動
向

歴
史
学
と
人
類
単

　
　
　
京
穴
東
洋
史
関
係

麟
蕪
会
　
　
　
九
月
二
十
九
日

（
月
）

　
傷
心
糊
魁
雄
　
麿
㎝
代
に
お
け
る
漸
…
西
の
藩
…
穂
閉
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て

　
馬
競
元
之
助
　
焦
制
中
国
の
農
業
生
｛
鷹
と
沸
臓
血
紅
門
会

大
学
院
研
究
表
金
　
八
月
目
冒
（
土
）

　
一
琢
・
不
俊
孝
　
唐
【
代
の
素
噺
購
受
容
に
つ
い
て

周
　
　
　
　
　
　
　
九
月
六
9
　
（
土
）

　
谷
　
光
隆
　
　
明
代
ド
の
官
制
憔
鋼
に
つ
い
て

　
　
　
京
大
西
洋
史
関
係

談
書
会
発
表

　
山
ハ
月
ゐ
i
一
臼
　
（
陳
列
館
会
議
窺
）

樋
口
場
　
国
。
い
9
冥
。
蕊
。
・
ρ
　
O
o
讐
ヨ
。
箕
⇔
鍮
い
鴇
糞

　
一
〇
い
男
帝
く
。
一
呉
ご
詳
ψ
曹
（
》
o
帥
。
ψ
恥
ロ
O
o
μ
σ
q
喉
傍
類
7

　
も
・
o
録
自
。
伽
篇
O
葺
昏
冨
p
留
。
偽
。
一
p
菊
曾
。
ぎ
ユ
。
μ

　
9
戸
◎
。
蒔
G
。
）

篠
田
潔
ッ
P
O
二
丁
罫
§
5
労
。
。
畠
。
州
》
旨
の
「
ぎ
碧

　
拶
。
団
巳
ぐ
鴇
8
Φ
膳
③
・

　
山
ハ
門
月
点
一
九
同
　
（
同
上
）

長
沼
忠
兵
衛
　
審
、
電
影
⑦
・
・
M
加
8
Σ
暦
象
8
，
雛
q

　
℃
o
自
筆
臼
崖
ぴ
㈹
二
お
℃
三
障
跨
⇒
カ
。
＜
o
一
丁
幽
9
ご

　
山
ハ
月
二
五
良
　
（
同
上
）

小
野
利
三
郎
　
｝
・
樋
口
p
窪
窪
o
p
械
｝
μ
o
》
ヨ
。
認
。
ρ
コ

　
》
o
＜
〇
一
篇
蔦
。
訂
　
o
o
昌
鴇
像
。
「
簿
ρ
凶
鑓
憩
o
o
帥
ρ
一
駕
。
＜
？

　
葺
O
欝
戸

西
岡
豊
　
〉
●
d
。
甥
。
ダ
U
一
〇
≦
三
・
。
。
｝
岡
鑑
訴
。
糞
ノ
〈
一
，

　
o
乙
篇
⇔
σ
q
高
窪
目
錠
。
罵
器
養
。
幽
r
目
↓
の
一
轡

一
〇
〇

　
　
　
京
大
地
理
学
関
係

昭
和
二
七
年
炭
新
入
生
歓
迎
会
。
五
月
五
口
（
月
）

　
於
了
漿
寺
。

地
理
勝
ず
談
解
諮
会
六
月
例
会
。
山
ハ
月
一
四
［
ぼ
H
。
於
地
理

　
挙
実
習
室
。

　
折
茂
順
平
「
壱
岐
の
島
の
焦
加
落
…
」

　
宮
晦
市
定
「
西
ア
ジ
ア
旅
行
談
」

宇
治
市
笠
取
調
査
。
京
大
屋
宇
有
志
教
賞
に
よ
る
寧

　
治
｛
巾
笠
取
の
〃
共
同
調
査
は
地
元
及
び
宇
治
市
の
協

　
力
を
得
て
か
ね
て
準
備
…
中
で
あ
っ
充
が
、
七
目
【
二

　
一
、
伊
達
両
日
分
校
地
理
学
教
霊
を
中
心
と
す
る

　
地
理
単
斑
（
班
長
藤
陶
陶
謙
二
郎
）
及
び
歴
史
麗

　
の
第
一
顕
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
丈
学
部
地
理
滋
†

　
教
室
の
織
田
武
雄
新
鴇
授
亀
聯
習
に
参
加
川
さ
れ
た
。

澗
京
平
野
路
含
調
査
。
八
月
一
一
既
、
一
二
臼
。
佐

　
波
江
、
宅
屋
、
草
津
及
び
守
山
方
顧
の
入
口
．
集

　
落
・
社
会
櫛
成
筆
に
就
い
げ
、
野
外
調
査
を
実
施
。

　
そ
の
後
八
月
遅
ニ
、
九
八
五
日
、
滋
賀
県
庁
に
て

　
古
地
図
・
統
計
等
を
調
査
す
。

　
　
　
京
大
考
古
学
関
係

東
亜
考
書
単
金
、
水
野
撒
授
を
主
題
と
す
る
壱
岐
考

古
調
査
団
、
七
月
二
四
鷹
－
八
月
一
一
授
、
二
班
に

分
れ
カ
ラ
ぞ
負
塚
発
掘
及
び
、
全
竺
三
層
査
を

並
行
し
て
行
う
。

有
光
講
師
八
児
一
九
臼
帰
朝

冑（　100　）



兵
庫
県
加
東
郡
大
部
村
大
字
王
子
、
王
塚
古
墳
発
掘

（
兵
確
県
主
催
）
に
直
近
（
梅
原
末
治
教
授
、
藤
沢

長
濃
、
陳
顕
陽
、
金
関
恕
）
。
　
周
濠
あ
る
円
墳
、
竪

穴
式
石
室
、
短
甲
・
眉
庇
付
冑
・
刀
剣
・
槍
・
鉾
・

鉄
礁
・
碧
玉
製
三
輪
玉
等
繊
土
（
八
月
二
八
臼
－
九

月
二
二
研
）人

文
科
挙
研
究
所
網
係

人
交
科
単
夏
期
講
座

　
八
月
一
臼
　
西
洋
中
世
末
期
の
社
会
と
「
死
」
の

　
　
　
　
　
　
芸
術
　
　
　
　
　
　
　
会
購
　
三
次

　
　
　
　
　
東
洋
離
ハ
術
…
の
諮
…
絹
一
　
　
耳
一
士
　
僑
臥
雄

　
八
月
二
R
円
　
近
年
の
中
国
近
世
思
想
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
腱
次

　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
政
筆
史
の
諸
問
題

八
只
三
日

八
月
四
口

八
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺

長
城
を
守
る
寒
々
　
　
藤
絞

竹
と
中
国
図
化
　
　
　
森

銀
本
電
丁
隊
の
お
い
た
ち

鹿

三晃徹

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
漢
　
　
昇

明
漁
維
新
に
お
け
る
動
と
反
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
吉
雄

国
災
丈
以
乎
へ
の
ク
サ
ピ
ー
啄
木
の
こ

と
一
　
　
　
　
　
多
国
道
太
郎

丈
挙
と
社
会
　
　
　
　
桑
原
　
武
夫

彙

報

編
集
後
記

　
私
濫
の
「
史
林
」
も
、
戦
後
出
版
事
情
が
悪
か
っ

た
峯
畜
う
理
・
田
は
あ
り
蜜
す
が
、
私
達
委
員
の
努
力

不
足
か
ら
は
携
え
、
長
い
間
や
や
も
す
れ
ば
不
定
期

と
な
り
勝
ち
で
あ
り
、
皆
様
方
に
御
迷
惑
を
お
掛
け

し
た
こ
と
を
先
づ
お
詑
び
い
た
し
ま
す
。

　
出
版
社
の
手
を
張
れ
て
、
独
立
の
発
行
を
行
っ
て

以
來
、
種
々
の
囲
難
は
あ
り
ま
し
た
が
、
季
刊
と
は

　　

E
え
漸
く
に
し
て
基
礎
も
固
ま
り
、
今
後
は
蒼
々
と

発
行
し
う
る
見
通
し
も
つ
き
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
編
集
に
於
き
蜜
し
て
も
、
従
莱
や
や
も

す
れ
ば
不
定
期
刊
行
に
よ
っ
て
方
針
を
乱
さ
れ
る
こ

へ　
　
　
　
執
筆
者
紹
介

　．
　
越
智
武
臣
氏

　
　
門
脇
禎
二
氏

　
　
林
巳
奈
夫

　
　
谷
川
道
雄

　
　
三
吉
希
氏

　
　
聞
野
潜
龍
氏

　
　
水
津
一
朗
氏

と
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
こ
エ
に
薪
し
い
方
針
を
確

立
し
て
皆
様
の
御
期
待
に
副
い
た
い
と
思
っ
て
居
り

ま
す
。

　
本
号
に
於
い
て
は
、
一
つ
の
新
し
い
試
み
と
し

て
、
特
に
新
進
気
鋭
の
遍
き
研
究
岩
に
全
紙
画
を
提

坐
し
て
存
分
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
闇
題
に
対
し
て
齢
し

い
角
慶
か
ら
の
追
究
が
な
さ
れ
て
居
る
と
思
い
ま

す
。

今
後
も
、
着
笑
な
学
術
誌
で
あ
る
と
共
に
、
薪
し

い
企
画
も
ど
し
ど
し
実
行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
亥

す
。
読
者
諸
賢
の
御
批
判
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
、
沢
）

（101）

く

京
　
大
助
　
手

立
命
大
講
師

京
大
研
究
奨
密
生

京
大
大
学
院
学
生

京
大
助
　
手

京
大
大
学
院
学
生

大
阪
市
立
大
講
晦

一
九
流
二
轄
十
月
十
五
口
　
剛
刷

一
九
五
二
年
十
月
十
七
日
　
繁
行

史
　
林

定
価
薗
円

（
第
三
五
巻
、
三
号
）

　
　
　
蹴
都
市
左
京
区
賓
冊
本
町

　
　
　
蹴
蒲
火
学
丈
学
都
内

発
行
所
　
更
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
替
山
八
阪
一
四
【
五
蹴
六
癖

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
郷
贋
ノ
内
東
剛
三
九

印
嗣
所
申
村
印
刷
株
式
会
社

一
〇
一


